	第２１回　連携会議記録

	日時
	2011/5/17　14:00～15:40

	会場
	総合保険福祉センター（りんくる）３０１・３０２

	参加者数
	２１／２３

	会議の記録

	□２０１１年度役員体制の確認　～　別紙１
　質問意見なく提案どおり確認された。
□２０１０年度の反省と２０１１年度の具体的取り組みについて　～　別紙２
　出席者より、これまでの「提言」をどう評価しているか、また、これからの重点課題にどういう内容が想定されるか、について質問があり、事務局より、これまでの提言についてはとりくみ内容も含め一定の評価をしているが、提言の内容をどう実現させていくかが課題であり、協議会とも方策について協議したいと回答。他の出席者から、市教委がより柔軟に対応すべきであり、会議の場に出席して頂きたいとの要望があった。
□各グループ活動計画について　～　別紙３
・研究部原案について
　研究グループ代表より、グループ協議の報告があり、保護者向け事務便りや児童生徒保護者アンケートについては、直ちに取り組むことは困難と思われるが、教職員向け便り・アンケートを切り口とするなどの方法を検討する。フラノフォーラムについて積極的に参加したいという意見があった。校内配分予算の交流をさらに充実させ、夏季・冬季研修会で論議を深めたい。との報告があり、原案については変更なかった。
・調査研修部原案について
　調査研修部代表より、グループ協議の報告があり、事例交流を活発化し事務改善につなげていくこと、予算要望の具体案検討のため６月７日にグループ会議を開くことが報告された。
□「平成２４年度　石狩市教育予算要望書」に向けた具体的作業について　～　別紙４
　出席者より「学校財政に関する調査」について、今年も昨年と同様の趣旨で実施するかどうか、また昨年の調査は成果があったかどうか質問があった。事務局から、教職員への意識付けとして成果があったこと、趣旨・内容については６月７日のグループ会議で素案を検討することの回答があった。また、別の参加者から、予算要望資料が出来上がってから教職員のなかから追加の意見が出てくるという状況があるが、調査を行うことによって意識喚起が出来ること、実施するのであれば教職員に「毎年実施」と認識させた方がいい、との意見が出された。



